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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第10期

第２四半期連結
累計期間

第11期
第２四半期連結
累計期間

第10期
第２四半期連結
会計期間

第11期
第２四半期連結
会計期間

第10期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 21,624 17,179 12,571 10,128 44,842

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △468 △371 195 △22 △519

四半期純利益
又は四半期(当期)
純損失(△)

(百万円) △1,099 △1,438 △435 343 △994

純資産額 (百万円) ― ― 8,056 6,797 8,364

総資産額 (百万円) ― ― 50,455 45,716 47,870

１株当たり純資産額 (円) ― ― 103.75 87.55 107.72

１株当たり四半期
純利益又は四半期
(当期)純損失(△)

(円) △14.16 △18.52 △5.61 4.43 △12.81

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 15.97 14.87 17.47

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 900 △752 ― ― 1,432

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △178 339 ― ― △332

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △690 418 ― ― △646

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 2,308 2,736 2,731

従業員数 (名) ― ― 1,024 965 987

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、また、第10期第２四

半期連結累計(会計)期間、第10期及び第11期第２四半期連結累計期間については、１株当たり四半期(当期)純

損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 965［158］

(注) １  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［  ］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記

載しております。

２  臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 295［42］

(注) １  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［  ］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２  臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

建設・建材事業 1,892 ―

工業製品・エンジニアリング事業 927 ―

合計 2,820 ―

(注) １  金額は、製造原価によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における工事部門の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。

なお、製品は主として見込生産であります。

　

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

建設・建材事業 1,080 ― 1,572 ―

工業製品・エンジニアリング事業 2,020 ―
3,225
 

―

合計 3,101 ― 4,797 ―

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

建設・建材事業 4,576 ―

工業製品・エンジニアリング事業 5,546 ―

その他 5 ―

合計 10,128 ―

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

　

  当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業業績の改善が続くなか、景気は自律的回復に向け

た動きも見られましたが、円高・株安や世界経済の減速懸念等により、個人消費、企業の設備投資は依然と

して低水準で推移いたしました。

  当社グループの主な事業領域である建設業界におきましては、夏場以降、学校耐震補強工事に伴う内装改

修工事や中小工場関連への設備投資が徐々に増加し、若干回復傾向にはなってきたものの、第1四半期連結

累計期間での市場の低迷に伴う業績悪化を補うことができませんでした。また、電力・造船・プラント業界

におきましても需要は低迷し、受注競争の激化が続くなか、拡販に努めましたが、依然として厳しい状況下

での事業運営となりました。

  このような状況のなか、当社は、本年7月に中長期的な業績の安定化と成長を図ることを目的として、生産

体制、営業体制の再構築および人員体制の見直しを骨子とする事業構造改革計画を策定し、直ちに実施いた

しました。生産面におきましては、けい酸カルシウム板を生産する当社の生産子会社である株式会社エーア

ンドエー愛知での生産を9月30日付で中止し、生産拠点を同じく生産子会社である株式会社エーアンドエー

茨城および株式会社エーアンドエー大阪に集約することで、工場の稼働率を改善させました。また、営業面

におきましては、同日付で4カ所の営業所（郡山、松本、岡山、鹿児島）を閉鎖する等の組織改定を行ってお

ります。人員体制の見直しとして9月１日～10月15日の期間に50人の希望退職者を募集し、47人の応募があ

り、希望退職者およびその他の退職者等による人員減少に伴う収益改善効果額は、約400百万円（通年ベー

ス）が見込まれます。平成22年10月1日現在の従業員数（臨時従業員および派遣社員を含む）は、平成22年3

月末日に比し、149名減員の1,086名となりました。

  当第2四半期連結会計期間の業績につきましては、建設・建材事業および工業製品・エンジニアリング事

業の材料販売・工事売上とも減少となり、売上高は10,128百万円(完成工事高4,563百万円を含む)と前年同

期に比し19.4％の減収となりました。

　損益面につきましては、売上高の大幅な減少に対し、コストの低減および固定費の削減も及ばず、 営業利

益6百万円、経常損失22百万円となりました。

  特別利益として、固定資産売却益336百万円等の計上がありましたが、特別損失として、減損損失169百万

円等を計上した結果、四半期純利益は343百万円となりました。

  当社は、健全な企業活動による利益の確保と拡大を目指し、安定した収益に基づきその一部を配当として

株主の皆様に還元することを基本方針としております。しかしながら、中間配当につきましては、当第2四半

期連結会計期間の業績の状況から見送らせていただきます。
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  セグメントごとの業績は次のとおりであります。

　
建設・建材事業

  材料販売につきましては、主力商品であります けい酸カルシウム板の販売数量は、台湾輸出向けの同商

品が前年同期に比し堅調に推移しておりますが、国内におきましては、非住宅の新規着工件数の減少が大き

く影響し、けい酸カルシウム板および耐火二層管の販売数量は前年同期に比し減少いたしました。この結

果、材料販売全体の売上高は、3,387百万円となりました。

  工事につきましては、公共工事および企業の設備投資抑制等により、完成工事高は1,188百万円となりま

した。

  この結果、建設・建材事業全体の売上高は、4,576百万円となりました。

 

工業製品・エンジニアリング事業

  材料販売につきましては、鉄鋼業界において景気回復の兆しがあり、受注の増加が見られたものの、電力

・造船・プラント業界におきましては、需要が低迷し拡販に努めましたが、電力ならびに一般プラント向け

非金属製伸縮継手、プラント配管および機器向け保温保冷断熱材の売上高は減少しました。

  自動車関連におきましては、主力商品であります二輪車用ブレーキライニングの国内生産が低調に推移

いたしましたが、一方、インドネシアでの海外生産は、大幅に増加いたしました。この結果、自動車関連の売

上高は、前年同期に比し21.3％の大幅増となり、855百万円となりました。また、輸出用トラックのシール材

およびクラッチフェーシングにつきましても前年同期に比し増加いたしました。産業機械用ブレーキにつ

きましては、設備投資等の回復により、僅かながら増加に転じました。

  材料販売全体の売上高は、2,171百万円となりました。

  工事につきましては、新規設備投資の抑制による工事の中止または延期が多く発生し、またメンテナンス

投資の減少も相俟って、完成工事高は3,375百万円となりました。

  この結果、材料販売および工事を合わせた工業製品・エンジニアリング事業全体の売上高は5,546百万円

となりました。

 

その他

　不動産賃貸収入でありますが、売上高は５百万円となりました。

　　　

[当社グループの四半期業績の特性について]

　当社グループは不燃建材の製造、販売と共に建設・建材関連工事、工業製品・エンジニアリング関連工事

の設計、施工を主な事業としており、それら工事部門の売上高は全売上高の4割以上を占めております。

  わが国では、事業年度を4月から3月までと定めている企業が多いため、工事の検収が年度の節目である第

2四半期および第4四半期に集中する傾向があり、中でも工事期間の長い工業製品・エンジニアリング関連

工事においては第4四半期への集中が顕著であります。このため、当社グループの業績には季節的変動があ

ります。　 
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 (2)財政状態の分析

(資産)

  当第2四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2,154百万円減少し45,716百万

円となりました。これは未成工事支出金の増加459百万円に対し、完成工事未収入金の減少959百万円、土地

の減少912百万円、機械装置及び運搬具の減少551百万円などによるものです。

　

(負債)

  当第2四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ587百万円減少し、38,918百万円と

なりました。これはリース債務の増加688百万円に対し、支払手形及び買掛金の減少1,421百万円などによる

ものです。

　

(純資産)

　当第2四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1,566百万円減少し6,797百万円

となりました。これは利益剰余金が1,298百万円減少したことなどによるものです。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

  当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第1四半期連結会計期間末に比べ582

百万円増加し、2,736百万円になりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

  売上債権の増加694百万円、仕入債務の減少557百万円などにより、393百万円の減少となりました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

  有形固定資産の取得による支出207百万円、有形固定資産の売却による収入551百万円などにより、369百

万円の増加となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

  長期借入金の返済による支出2,219百万円、短期借入金の純増減額2,479百万円、長期借入れによる収入

368百万円などにより、606百万円の増加となりました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、142百万円であります。なお、当第２四半期連結会計

期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、事業構造改革の一環として生産体制の再構築を決定し、建設・建

材事業において建築材料の生産拠点等の集約化を実施致しました。

これにより、除却等を実施した主要な設備は下記の通りです。

 

会社名 所在地 セグメ
ントの
名称

設備の
内容

帳簿価額（百万円）

建物及
び構築
物

機械装
置及び
運搬具

土地(面
積千㎡)

その他 合計

㈱エーアンド
エー愛知

愛知県
大府市

建設・
建材事
業

建築材
料製造
設備

102 352 1,598
 

(25)

4
 

2,057

㈱エーアンド
エー名古屋

愛知県
名古屋
市

建設・
建材事
業

建築材
料製造
設備

4
 

77 － 0 82

　(注)　帳簿価額は減損処理前の金額であります。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,780,00077,780,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 77,780,00077,780,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

― 77,780,000― 3,889 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

太平洋セメント株式会社 東京都港区台場２丁目３－５ 32,915 42.31

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１－１ 2,313 2.97

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 2,013 2.58

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１－２ 1,884 2.42

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11－３ 1,364 1.75

ニッセイ同和損害保険株式会社 大阪府大阪市北区西天満４丁目15番10号 1,027 1.32

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 1,021 1.31

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口４）

東京都中央区晴海１丁目８－11 932 1.19

株式会社不二商会 東京都品川区北品川１丁目８－12 855 1.09

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２－１ 594 0.76

計 ― 44,919 57.75

(注)  上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 1,364千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口４) 932千株

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 136,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,342,000
77,342 ―

単元未満株式
普通株式

302,000
― ―

発行済株式総数 77,780,000― ―

総株主の議決権 ― 77,342 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 307株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エーアンドエー
マテリアル

横浜市鶴見区鶴見中央
二丁目５番５号

136,000 ― 136,000 0.01

計 ― 136,000 ― 136,000 0.01

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 88 79 81 70 64 59

最低(円) 73 60 63 61 53 51

(注)  株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりでありま

す。

（1）役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役執行役員
建材営業本部管掌
建材営業本部長
建材営業部長
兼管材営業部長

 

取締役執行役員
建材営業本部管掌

高吉　芳幸 平成22年10月1日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,763 2,760

受取手形及び売掛金 6,926 7,009

完成工事未収入金 2,374 3,333

商品及び製品 3,802 3,851

仕掛品 256 239

原材料及び貯蔵品 423 460

未成工事支出金 2,680 2,220

その他 1,030 1,314

貸倒引当金 △22 △14

流動資産合計 20,236 21,176

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,710 1,876

機械装置及び運搬具（純額） 3,104 3,656

土地 17,865 18,778

その他（純額） 955 275

有形固定資産合計 ※２
 23,637

※２
 24,587

無形固定資産 411 497

投資その他の資産 ※１
 1,431

※１
 1,608

固定資産合計 25,480 26,693

資産合計 45,716 47,870

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,669 6,090

短期借入金 13,017 11,440

未払法人税等 103 119

未成工事受入金 1,139 1,051

賞与引当金 39 12

引当金 4 6

事業構造改革引当金 183 －

その他 2,803 2,640

流動負債合計 21,961 21,361

固定負債

社債 500 500

長期借入金 7,748 8,879

退職給付引当金 2,631 2,904

引当金 107 127

再評価に係る繰延税金負債 4,480 4,764

その他 1,488 967

固定負債合計 16,957 18,143

負債合計 38,918 39,505
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,889 3,889

利益剰余金 2,347 3,645

自己株式 △14 △14

株主資本合計 6,221 7,519

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 58 107

繰延ヘッジ損益 △170 △95

土地再評価差額金 694 835

為替換算調整勘定 △6 △2

評価・換算差額等合計 576 844

純資産合計 6,797 8,364

負債純資産合計 45,716 47,870
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 21,624 17,179

売上原価 17,693 13,487

売上総利益 3,930 3,691

販売費及び一般管理費 ※１
 4,200

※１
 3,936

営業損失（△） △269 △244

営業外収益

受取利息 23 14

受取配当金 13 12

助成金収入 68 39

その他 65 63

営業外収益合計 170 130

営業外費用

支払利息 243 217

持分法による投資損失 99 8

その他 26 31

営業外費用合計 368 257

経常損失（△） △468 △371

特別利益

固定資産売却益 － 348

投資有価証券売却益 － 16

貸倒引当金戻入額 39 －

特別利益合計 39 364

特別損失

固定資産除却損 2 2

減損損失 ※２
 522

※２
 169

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 41

事業構造改革引当金繰入額 － ※５
 183

事業構造改革損失 － ※５
 1,286

石綿健康障害補償金 ※３
 56 －

事業撤退損 ※４
 61 －

特別損失合計 643 1,683

税金等調整前四半期純損失（△） △1,072 △1,690

法人税、住民税及び事業税 26 31

法人税等調整額 － △283

法人税等合計 26 △251

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,438

四半期純損失（△） △1,099 △1,438
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 12,571 10,128

売上原価 10,229 8,122

売上総利益 2,342 2,005

販売費及び一般管理費 ※１
 2,041

※１
 1,998

営業利益 300 6

営業外収益

受取利息 15 7

受取配当金 0 0

助成金収入 37 21

その他 24 61

営業外収益合計 78 90

営業外費用

支払利息 138 109

持分法による投資損失 29 10

その他 16 －

営業外費用合計 184 119

経常利益又は経常損失（△） 195 △22

特別利益

固定資産売却益 － 336

投資有価証券売却益 － 16

事業構造改革引当金戻入額 － 1,286

貸倒引当金戻入額 10 －

特別利益合計 10 1,639

特別損失

固定資産除却損 0 1

減損損失 ※４
 522

※４
 169

事業構造改革引当金繰入額 － ※５
 69

事業構造改革損失 － ※５
 1,286

石綿健康障害補償金 ※２
 45 －

事業撤退損 ※３
 61 －

特別損失合計 630 1,527

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△424 89

法人税、住民税及び事業税 10 28

法人税等調整額 － △283

法人税等合計 10 △254

少数株主損益調整前四半期純利益 － 343

四半期純利益又は四半期純損失（△） △435 343
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,072 △1,690

減価償却費 683 646

減損損失 522 169

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △109 27

退職給付引当金の増減額（△は減少） 76 △273

受取利息及び受取配当金 △37 △27

支払利息 243 217

有形固定資産売却損益（△は益） － △348

有形固定資産除却損 2 2

投資有価証券売却損益（△は益） － △16

石綿健康障害補償金 56 －

事業構造改革引当金繰入額 － 183

事業構造改革損失 － 1,286

売上債権の増減額（△は増加） 1,385 1,000

たな卸資産の増減額（△は増加） 702 △390

その他の流動資産の増減額（△は増加） 369 209

仕入債務の増減額（△は減少） △1,715 △1,421

その他の流動負債の増減額（△は減少） 95 △71

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 41

その他 △73 △48

小計 1,086 △504

利息及び配当金の受取額 37 27

利息の支払額 △247 △220

石綿健康障害補償金の支払額 △55 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 78 △55

営業活動によるキャッシュ・フロー 900 △752

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △26 △18

定期預金の払戻による収入 20 18

有形固定資産の取得による支出 △187 △290

有形固定資産の売却による収入 － 572

無形固定資産の取得による支出 △5 －

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 40 38

貸付けによる支出 △57 △65

貸付金の回収による収入 42 61

その他 △1 26

投資活動によるキャッシュ・フロー △178 339
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 869 1,960

長期借入れによる収入 280 898

長期借入金の返済による支出 △1,844 △2,411

その他 4 △27

財務活動によるキャッシュ・フロー △690 418

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30 5

現金及び現金同等物の期首残高 2,278 2,731

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,308 2,736
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  連結の範囲に関する事項の変更

(1) 連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間に耐火二層管の生産会

社である関東浅野パイプ㈱(連結子会社)は、SLP耐

火間仕切壁の生産会社でありました浅野防火建材

㈱(連結子会社)を吸収合併いたしました。

(2) 変更後の連結子会社の数

12社

２  会計処理基準に関する事項の変更

(1)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関

連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する

会計基準」(企業会計基準第16号  平成20年３月10

日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に

関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号  平成

20年３月10日)を適用しております。

これによる四半期連結財務諸表に与える影響は

ありません。

(2)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に

関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20

年３月31日)を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損

失、経常損失はそれぞれ  0百万円増加しており、税

金等調整前四半期純損失は  42百万円増加してお

ります。
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【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第

22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する

内閣府令」(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主

損益調整前四半期純損失(△)」の科目で表示しており

ます。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第

22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する

内閣府令」(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適

用により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主

損益調整前四半期純損失(△)」の科目で表示しており

ます。
　

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

投資その他の資産 135百万円

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

投資その他の資産 145百万円

※２  有形固定資産の減価償却累計額    23,048百万円

 
※２  有形固定資産の減価償却累計額    22,610百万円

３  保証債務

非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行って

おります。

アスクシンガポール 269百万円

３  保証債務

非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行って

おります。

アスクシンガポール 340百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 1,020百万円

給料及び賃金 955百万円

賞与引当金繰入額 75百万円

退職給付費用 232百万円

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 972百万円

給料及び賃金 911百万円

賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 225百万円

※２  減損損失

第２四半期連結累計期間において、以下の資産に

ついて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県
石岡市

遊休地
土地、
撤去
費用

470

茨城県
常陸大
宮市

遊休地 土地 26

広島県
三原市

遊休地 土地 25

　 　 計 522

当社グループは、事業用資産については、事業所単

位を資産グループの基礎とし、独立したキャッシュ

・フローを生み出す最小単位でグルーピングをおこ

なっております。

遊休資産については、個々の資産単位をグループ

としております。

上記の資産は遊休資産となっていたものでありま

すが、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により

算定しており、正味売却価額は路線価を基にしてお

ります。

また、石岡事業所土地については撤去費用として

179百万円が含まれております。

※２  減損損失

第２四半期連結累計期間において、以下の資産に

ついて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県石岡市 遊休地 土地 145

茨城県
常陸大宮市

遊休地 土地 24

　 　 計 169

当社グループは、事業用資産については、事業所単

位を資産グループの基礎とし、独立したキャッシュ

・フローを生み出す最小単位でグルーピングをおこ

なっております。

遊休資産については、個々の資産単位をグループ

としております。

上記の資産は遊休資産となっていたものでありま

すが、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により

算定しており、正味売却価額は路線価等を用いて合

理的に算出しております。

 
 

※３  石綿健康障害補償金

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中

の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定

された方に対する補償金であります。

――――――

※４  事業撤退損

関係会社に対する出資金等の精算によるものであ

ります。

　　　　　　 ――――――

　　　　　　 ―――――― ※５　中長期的な業績の安定化と成長を図る目的とする施

策の一環として実施した生産体制並びに営業体制の

再構築、人員体制の見直しにより発生した費用等を計

上しております。
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第２四半期連結会計期間
　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 536百万円

給料及び賃金 465百万円

賞与引当金繰入額 19百万円

退職給付費用 116百万円

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 511百万円

給料及び賃金 455百万円

賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 117百万円

※２  石綿健康障害補償金

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中の

方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定され

た方に対する補償金であります。

 
                   ―――――――

 

※３  事業撤退損

関係会社に対する出資金等の精算によるものであり

ます。

 
                   ―――――――

 
※４  減損損失

第２四半期連結会計期間において、以下の資産につ

いて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県石岡市 遊休地
土地、
撤去
費用

470

茨城県
常陸大宮市

遊休地 土地 26

広島県三原市 遊休地 土地 25

　 　 計 522

当社グループは、事業用資産については、事業所単位

を資産グループの基礎とし、独立したキャッシュ・フ

ローを生み出す最小単位でグルーピングをおこなって

おります。

遊休資産については、個々の資産単位をグループと

しております。

上記の資産は遊休資産となっていたものであります

が、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失として特別損失に計上いたしました。

当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により算

定しており、正味売却価額は路線価を基にしておりま

す。

また、石岡事業所土地については撤去費用として179

百万円が含まれております。

※４  減損損失

第２四半期連結会計期間において、以下の資産に

ついて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県石岡市 遊休地 土地 145

茨城県
常陸大宮市

遊休地 土地 24

　 　 計 169

当社グループは、事業用資産については、事業所

単位を資産グループの基礎とし、独立したキャッ

シュ・フローを生み出す最小単位でグルーピング

をおこなっております。

遊休資産については、個々の資産単位をグループ

としております。

上記の資産は遊休資産となっていたものであり

ますが、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により

算定しており、正味売却価額は路線価等を用いて合

理的に算出しております。

 
 

　　　　　　 ―――――― ※５　中長期的な業績の安定化と成長を図る目的とする

施策の一環として実施した生産体制並びに営業体制

の再構築、人員体制の見直しにより発生した費用等

を計上しております。

　

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

23/35



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,342百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△33百万円

現金及び現金同等物 2,308百万円
                           

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,763百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△26百万円

現金及び現金同等物 2,736百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

  至  平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 77,780,000

　
　
２  自己株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 136,307

　
　
３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当第２四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
    対する売上高

5,833 6,025 704 7 12,571 ― 12,571

(2) セグメント間の内部
    売上高又は振替高

30 11 90 42 175 (175) ―

計 5,863 6,037 794 50 12,746 (175)12,571

営業利益又は営業損失(△) 297 414 △23 46 735 (434) 300

(注) １  事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

    事業……………………………………不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………不動産賃貸、その他
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前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
    対する売上高

10,5029,833 1,270 16 21,624 ― 21,624

(2) セグメント間の内部
    売上高又は振替高

60 16 167 85 329 (329) ―

計 10,5639,850 1,438 101 21,953 (329)21,624

営業利益又は営業損失(△) 283 420 △156 87 634 (904)△269

(注) １  事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

    事業……………………………………不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………不動産賃貸、その他

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累

計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累

計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業本部を置き、事業活動を展開しております。

従って、当社は事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「建設・建材事

業」及び「工業製品・エンジニアリング事業」の２つを報告セグメントとしております。

「建設・建材事業」は不燃建築材料の製造、販売及び工事の設計施工、耐火二層管の製造、販売、鉄骨耐火

被覆工事の設計、施工を行っております。「工業製品・エンジニアリング事業」は、不燃紡織品、摩擦材・

シール材、保温保冷断熱材、船舶用資材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売、並びに保

温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工を行っております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設・建材
事業

工業製品・
エンジニア
リング事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,049 9,11817,167 11 17,179 - 17,179

セグメント間の内部
売上高又は振替高

39 1 40 155 196 △196 -

計 8,088 9,11917,208 167 17,375△196 17,179

セグメント利益又は損失
(△)

184 211 396 156 552 △796 △244

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸不動産事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益調整額△796百万円には、セグメント間取引消去△196百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△600百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３  セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設・建材
事業

工業製品・
エンジニア
リング事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,576 5,54610,122 5 10,128 - 10,128

セグメント間の内部
売上高又は振替高

22 0 22 76 99 △99 -

計 4,598 5,54610,145 82 10,227 △99 10,128

セグメント利益 218 89 308 78 386 △379 6

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸不動産事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益調整額△379百万円には、セグメント間取引消去△99百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△280百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３  セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　(固定資産に係る重要な減損損失）

当第2四半期連結会計期間において、全社に区分している遊休資産のうち土地価額が大幅に下落した

ものについて、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該減少額169百万円を減損損失として特別損失に

計上いたしました。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

重要性が乏しいため、記載しておりません。

　

(賃貸等不動産関係)

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　
１株当たり純資産額 87.55円
　

　 　
１株当たり純資産額 107.72円
　

　

２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額等

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失 14.16円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失 18.52円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期純損失(百万円) 1,099 1,438

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 1,099 1,438

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,652,605 77,644,331

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失 5.61円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 4.43円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失(△)(百万円) △435 343

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(百万円)

△435 343

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,651,553 77,643,768
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月13日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    増    田    正    志    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    清    水    芳    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エーアンドエーマテリアルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期

連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１

日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリアル及び連結

子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期

連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    増    田    正    志    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴　　木    一　　宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エーアンドエーマテリアルの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期

連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１

日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリアル及び連結

子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期

連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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